
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
を
整
え
て
い

ま
す
。
ま
た
本
院
手
術
部
に
お
き

ま
し
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
自

体
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
、

d
a 

V
i
n
c
i 

S
か
ら
S
i
、

現
在
は
さ
ら
に
X
i
に
更
新
さ
れ
、

手
術
用
カ
メ
ラ
の
細
径
化
に
よ
る

傷
の
縮
小
化
等
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
の
さ
ら
な
る
効
果
が
期
待
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
悪
性
腫
瘍
、
進
行
性
膀

胱
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
手
術
は
腫

瘍
の
切
除
だ
け
で
な
く
尿
路（
尿
の

流
れ
道
）の
再
建
が
必
要
で
あ
り
、

大
変
緻
密
な
作
業
を
要
し
ま
す
。

ま
た
身
体
の
構
造
上
、
従
来
の
開

腹
手
術
で
は
あ
る
程
度
の
出
血
は

回
避
で
き
な
い
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
で
は
、
よ
り
緻
密
な
手
術
が
施

行
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
出
血

量
も
極
少
量
で
、
よ
り
侵
襲
度
の

低
い
、
安
全
な
治
療
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

比
較
的
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
腎
悪

性
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
腎
機
能
温

存
の
観
点
か
ら
腫
瘍
の
み
を
切
除

す
る
部
分
切
除
術
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
正
常
な

腎
臓
に
埋
ま
っ
て
い
る
埋
没
型
の

腫
瘍
や
、
大
き
な
血
管
に
近
接
し

て
い
る
腫
瘍
で
は
時
に
部
分
切
除

術
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
や

む
な
く
腫
瘍
が
存
在
す
る
側
の
腎

臓
を
完
全
に
摘
出
す
る
方
法（
全
摘

除
術
）が
行
わ
れ
る
こ
と
も
ま
れ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
で
あ
れ
ば
手
術
中
超
音
波
検

査
等
を
併
用
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
で
部
分
切
除
が
可
能
で

す
。
腎
部
分
切
除
術
を
積
極
的
に

施
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
の
手
術
後
の
腎
機
能
低
下
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
30
年
４

月
に
泌
尿
器
科
疾
患
だ
け
で
な
く
、

縦
隔
腫
瘍
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
、
胃
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
下
胃
切
除
・
全
摘
術
、

直
腸
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
下
直
腸
切
除
・
切
断
術
な
ど
が

保
険
適
用
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
月
に
は
子
宮
筋
腫
や
子
宮
頸け

い

部

異
形
成
、
子
宮
内
膜
異
型
増
殖
症

に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
膣
式

子
宮
全
摘
術
、
お
よ
び
子
宮
が
ん
、

子
宮
頸
が
ん
、
子
宮
体
が
ん
、
子

宮
肉
腫
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

下
子
宮
悪
性
腫
瘍
手
術
の
届
け
出

を
行
い
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
に
対
し
保
険
適
用
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
治
療
の
み
な
ら
ず
、
合
併
症

等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
術
後

の
負
担
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
こ

の
治
療
の
今
後
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

体に負担少ない体に負担少ない

　「診察が終わったら、少しでも早
く帰りたい」。現在、診察や支払い
で長時間待たされることは、病院
に対するご意見の約3割を占めて
おり、待ち時間の解消は大きな課
題となっています。このため本院で
は新たに4月から医療費の後払い
サービスを導入することとしまし
た。後払いにすることで、料金計
算を待たずにお帰りいただけます。
　ご利用には、事前の利用者登録
（無料）が必要になります。お手持
ちのスマートフォンまたはパソコ
ンで利用登録サイトにアクセスし
て、診察券番号やクレジットカー
ド情報などを登録します。診察後
に後払い専用受付窓口で診察券と
基本カードを提出し、受付が完了
すればすぐにお帰りいただけます。
医療費は、登録したメールアドレ
スにクレジット決済結果と合わせ
て後日通知されます。
　なお、支払いは登録したクレジ
ットカードから一括払いで引き落
とされ、分割払いはできませんの
でご了承ください。また領収書と
診療明細書は、クレジット決済結
果のメールが届きましたら、病院
内に設置する専用プリンターで印
刷できます。
　４月の導入に向け、利用登録サ
イトのURLなど詳細は随時、本院
ホームページや患者さんに向けた
リーフレットなどでお知らせする
予定です。

いきものたちと一緒に手をきれいに

ニフレルとコラボ 手指衛生キャンペーン

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
に

合
わ
せ
て
、
本
院
で
は
、
吹
田
市
の
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
に
あ
る
生
き
物
展
示
施
設

「
生
き
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ｌ
（
ニ
フ
レ
ル
）」
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る

「
い
き
も
の
た
ち
と
一
緒
に
手
を
き
れ
い

に
！
」
と
題
す
る
手
指
衛
生
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
院
の
玄
関
を
入
る
と
、
ニ
フ
レ
ル
の

い
き
も
の
た
ち
の
足
跡
が
つ
い
て
お
り
、

そ
れ
を
た
ど
っ
て
い
く
と
手
指
衛
生
の
た

め
の
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
の
ボ
ト
ル
の
前

ま
で
来
る
と
い
う
仕
掛
け
で
す
。
足
跡
だ

け
で
は
ど
ん
な
動
物
か
わ
か
ら
な
い
も
の

で
す
が
、
ボ
ト
ル
の
前
ま
で
来
る
と
正
解

が
わ
か
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
披
露
目
と
し
て
昨

年
12
月
５
日
、
木
村
病
院
長
と
越
村
看
護

部
長
が
参
加
し
て
、
病
院
玄
関
フ
ロ
ア
で

手
指
衛
生
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

手
指
衛
生
の
遵
守
率
も
３
倍
程
度
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
夏
場
で
も
海
外
か

ら
国
内
へ
の
持
ち
込
み
感
染
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
(中
東
呼
吸
器
症
候
群
)

や
麻は

し

か疹
に
対
す
る
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
病
院
は
免
疫
が
極
端
に
低
下
し
た

㊤ロボット支援手術は、執刀医（緑の服
を着ている左奥の人物）が遠隔操作で行
う。手前の青い覆いの下に患者さんが横
たわり、その上部に手術機器のロボット
アームが見える
㊧㊦執刀医（左）が指令装置に座り、レ
バーやペダルを操作すると、その動きが
コンピューターを通じてロボットの手術
機器を動かし、繊細な動きを再現する
㊥ da Vinci Xi サージカルシステム

キャンペーンを盛り上げる
ため、玄関フロアの床にプ
リントされているイラスト

　

泌
尿
器
科
分
野
で
は
平
成
24
年

４
月
に
前
立
腺
悪
性
腫
瘍
に
対
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
保
険
適

用
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

本
院
で
も
手
術
支
援
用
ロ
ボ
ッ
ト

で
あ
る
d
a 

V
i
n
c
i 

S
が

導
入
さ
れ
、
泌
尿
器
科
で
は
同
年

11
月
か
ら
前
立
腺
悪
性
腫
瘍
に
対

す
る
手
術
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
28
年
４
月
に
腎
悪
性
腫

瘍
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
腎

部
分
切
除
術
、
30
年
４
月
に
進
行

性
膀
胱
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
膀
胱
全
摘
除
術

も
保
険
適
用
と
な
り
、
本
院
泌

尿
器
科
で
は
こ
れ
ら
全
て
の
ロ

患
者
さ
ん
が
多
数
お
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
患

者
さ
ん
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
症

に
か
か
り
や
す
か
っ
た
り
、
か
か
っ
た
時

に
重
症
化
し
や
す
か
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
「
病
院
に
行
く
時
は
、
何
よ
り

も
ま
ず
手
を
消
毒
す
る
」
と
い
う
こ
と
を

社
会
全
体
の
常
識
に
し
た
い
と
、
本
院
で

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
院
泌
尿
器
科
は
最
新
鋭
の
手
術
支
援
用
ロ
ボ
ッ
ト
「
d
a 

V
i
n
c
i
（
ダ
ビ
ン
チ
）サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
備
え
、
前
立

腺
悪
性
腫
瘍
や
腎
悪
性
腫
瘍
、
進
行
性
膀ぼ

う
こ
う胱
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

来
院
者
の
手
指
消
毒
を
見
守
る
木
村
正
病
院
長

（
右
）と
越
村
利
恵
看
護
部
長（
中
央
）

か
わ
い
い 

足
跡 

だ
れ
の
か
な
？

緻密な作業 部分切除や再建も

後払い
システムについて

新

診
療
科
長
等

介
紹

●リハビリテーション科長・
   リハビリテーション部長

望
もちづき

月 秀
ひ で き

樹
　このたび、リハビリテーション科長を拝命しました。リ
ハビリテーション科は、運動機能障害や日常生活活動障害、
コミュニケーション障害などの患者さんの機能改善・回復
を目的に、リハビリテーション医療を提供しています。
　本院は、厚生労働省より心大血管リハビリ、脳血管疾患
等リハビリ、運動器リハビリ、呼吸器リハビリ、がん患者
リハビリの認定を受けております。理学療法士、作業療法
士、言語聴覚士が中心となり、多くの臨床科医師、看護師
とが連携して、早い回復を目指して治療や指導を行ってお
ります。スタッフ一同で努力して参りますので、なにとぞ
よろしくお願いいたします。

（令和元年11月1日就任）

●消化器外科長

江
え ぐ ち

口 英
ひ で と し

利
　このたび消化器外科長を拝命しました。消化器外科は食
道、胃、小腸、大腸、肝臓、胆道、膵

すいぞう
臓など多くの臓器を

対象としており、良性・悪性疾患、機能性疾患、炎症性疾
患、臓器不全と臓器移植といった幅広い領域に対する診療
を行っています。当科では、外科治療による患者さんの身
体に対する負担を少しでも軽減できるよう、低侵襲手術を
積極的に導入しており、また悪性疾患に対する治療では、
新規抗癌剤や放射線治療などを併用した集学的治療を積極
的に行い、治療成績の向上を目指した診療を行っています。
今後も患者さんの立場に立った安全で丁寧な診療を心掛け、
本院の発展と社会への貢献に邁

まいしん
進したいと思います。
（令和元年12月1日就任）

●血液・腫瘍内科長

保
ほ せ ん

仙 直
な お き

毅
　このたび、血液・腫瘍内科長を拝命しました。血液・
腫瘍内科では、白血病などの悪性疾患に対する薬物療
法、造血幹細胞移植療法に加え、赤血球や血小板の異
常をきたす良性疾患の治療を行っております。基礎医学
の進歩を反映して、分子標的薬、抗体医薬、CAR T細胞
療法などが新たに導入され、治療も著しく進歩してい
ます。まずは、各診療科や院内のさまざまな部署と連
携し、現在の確立された最高の血液・腫瘍内科診療を
提供できる体制を整え、その上で、最先端の医療を開
発していきたいと思います。何とぞよろしくお願い申
し上げます。

（令和2年１月１日就任） 

©Intuitive Surgical, Inc.
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　●汁無し担々麺　●エビマヨ　●ワンタンスープ
　●ご飯　●ミルクティープリン

延原事務部長おすすめ

中華御膳

体
の
負
担
減
ら
し
て
根
治

肺
が
ん
や
肺
移
植
に
実
績

クリスマスコンサート

子どもに最良のケアを

　小児医療センターでは、感染症対策のため
15歳未満の子どもの面会を禁止しています。
そのため面会について来られた小さな兄弟
姉妹はセンター内に入ることができず、セン
ターの扉の外、エレベーターホールで待って
いただくしかありませんでした。この状況は、
安全確保や患者サービスの観点から、かねて
より問題となっており、安全安心な待機場所
の確保が望まれていました。
　この度、中島和江病院長補佐を座長とする
患者家族（同伴児童）待合スペース検討ワー
キンググループが設置され、院外スペースも
含めて種々の候補地を検討しました。その結
果、ご家族の安心や利便性を考慮し、セン
ター入り口にあったリネン庫を待合室に改
修することにしました。リネン庫を移動する
など、センターの多大なご協力の下、待合室
は昨年11月末に無事完成いたしました。
　センター内から見守りができるよう、待合

室と廊下との間に大きな窓と、非常用の扉を
設けています。待っている兄弟姉妹の退屈を
和らげるためDVDを流すモニターも設置し
ました。また、センターの看護師により楽し
い装飾も施されました。面会に来られたご家
族が安全安心、快適に過ごしていただける場
となるよう願っています。

　「食事から元気になっていただきたい」と延原事務部長と栄養管理室で検討を
して、中華料理を昨年11月22日に提供しました。食器の下の敷台紙は、明るい黄
色の背景に、中国の観光地を載せた色鮮やかなものとしました。
　病院食の薄味のイメージを払

ふっしょく

拭するために、唐辛子や山
さんしょう

椒などの香辛料を使っ
てメリハリをつけ、マヨネーズやごま油を使用し、香りやコクを出しました。デ
ザートは流行に合わせたミルクティープリン！　食欲のない方にも食べていた
だきやすいように、茶葉を何種類も試して作りました。「中華料理が病院で提供
されるなんて驚きました」「しっかりと味付けされていておいしかった」とうれし
い感想をいただきました。

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
近
く
に

完
成
し
た
待
合
室

梅花中学校・高等学校ハンドベルクワイヤー部による演奏

クリスマス回診クリスマス回診

サンタサンタ
配膳配膳

　

呼
吸
器
外
科
は
、
肺
が
ん
、
重
症

筋
無
力
症
、
縦
隔
腫
瘍
(
左
右
の
肺

の
間
に
発
症
す
る
腫
瘍
)
、
気
胸
、

膿
胸
、
気
腫
性
肺
疾
患
な
ど
、
呼
吸

器
疾
患
全
般
の
外
科
診
療
に
携
わ

っ
て
お
り
、
肺
が
ん
、
縦
隔
腫
瘍
、

肺
移
植
に
、
特
に
実
績
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
呼
吸
器
内
科
、
放
射

線
診
断
・
治
療
科
が
連
携
し
た
「
呼

吸
器
セ
ン
タ
ー
」
で
診
療
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
同
じ
病
棟
内
で
、
診

断
か
ら
内
科
・
外
科
・
放
射
線
治

療
ま
で
を
迅
速
に
行
え
ま
す
。

　

肺
が
ん
の
治
療
で
は
、
早
期
の

小
型
肺
が
ん
に
対
し
て
、
肺
機
能

を
温
存
す
る
「
区
域
切
除
」
の
手

　

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
は
小
児
内
科
系
と
小
児
外
科

系
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
て
、
診
療
を
必
要
と
す
る

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
総
合
的
で
質
の
高
い
専
門

的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
の
開
設

以
来
、
多
く
の
先
進
医
療
や
地
域
連
携
、
救
急
医
療

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
88
床
を
備
え
て
お
り
、
高

度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
集
中
治
療
部
で
治
療
し
た

後
の
継
続
医
療
を
行
う
ほ
か
、
緩
和
医
療
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

入
院
生
活
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、

病
棟
内
は
明
る
い
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
廊
下
の
壁

や
病
室
の
扉
に
木
々
や
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
を
施
し
て

い
ま
す
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
は
子
ど
も
サ
イ
ズ
の
テ

ー
ブ
ル
や
椅
子
、
絵
本
な
ど
を
そ
ろ
え
、
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
で
食
事
や
家
族
と
の
面
会
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
応
じ
た
最
良
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
、

医
師
や
看
護
師
に
加
え
て
、
薬
剤
師
、
保
育
士
、
チ

ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
多
様

な
専
門
職
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
進
行
し
た
肺
が
ん
に
対
し
て

は
、
呼
吸
器
内
科
や
放
射
線
科
と

連
携
し
、
が
ん
を
縮
小
す
る
化
学

放
射
線
治
療
後
に
、
根
治
の
た
め

の
外
科
手
術
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
こ
れ
ま
で
手
術
不
適
応
と

考
え
ら
れ
て
い
た
肺
が
ん
に
対
し

て
、
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
内
科
治

療
に
よ
っ
て
手
術
が
で
き
る
状
態

に
な
り
根
治
を
目
指
せ
る
場
合
も

あ
り
、
手
術
適
応
は
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

希
少
腫
瘍
で
あ
る
縦
隔
腫
瘍
の

診
療
に
も
国
内
有
数
の
実
績
が
あ

り
、
内
視
鏡
手
術
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
で
患
者
さ
ん
の
負
担
を
軽

減
し
て
い
ま
す
。
進
行
し
た
腫
瘍

に
も
積
極
的
に
集
学
的
治
療
を
取

り
入
れ
、
手
術
を
基
本
と
し
た
治

療
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

本
院
は
肺
移
植
実
施
施
設
で
も

あ
り
、
日
本
初
の
脳
死
肺
移
植
を

実
施
し
て
以
降
、
脳
死
肺
移
植
は

57
例
、
心
肺
同
時
移
植
も
３
例

（
令
和
元
年
11
月
現
在
）行
っ
て
お

り
、
患
者
さ
ん
の
予
後
も
順
調
で

す
。
専
門
チ
ー
ム
に
よ
る
肺
移
植

外
来
を
設
置
し
、
全
国
か
ら
肺
移

植
の
適
応
と
な
る
呼
吸
不
全
の
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
し
な

が
ら
根
治
を
目
指
す
た
め
、
低
侵

襲
手
術
も
以
前
よ
り
積
極
的
に
導

入
し
て
き
ま
し
た
。
肺
が
ん
や
縦

隔
腫
瘍
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
下
手
術
(
平
成
30
年
か
ら
保
険

適
用
)
の
実
績
を
重
ね
て
い
ま

す
。　

胸
腔
鏡
手
術
に
お
い
て
も
、

切
開
が
1
カ
所
の
み
の
単
孔
式
を

導
入
し
て
お
り
、
手
術
創
が
少
な

い
こ
と
で
、
術
後
の
痛
み
や
感
染

症
な
ど
の
発
症
が
軽
減
し
ま
す
。

　

大
学
病
院
の
使
命
は
、
難
治
疾

患
に
悩
む
患
者
さ
ん
に
、
診
療
科

の
枠
を
超
え
て
医
療
者
が
結
集

し
、
集
学
的
な
治
療
を
行
う
こ
と

で
す
。
当
科
に
は
日
本
外
科
学
会

指
導
医
４
名
、
呼
吸
器
外
科
専
門

医
11
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
呼
吸
器
疾
患
の
専
門
知
識

を
も
っ
た
看
護
師
、
呼
吸
機
能
の

改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
理
学
療
法

士
な
ど
を
加
え
た
チ
ー
ム
に
よ

る
、
安
全
で
丁
寧
な
診
療
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
は
進
行
し
て
し
ま
う
と

予
後
が
悪
く
、
発
症
予
防
に
何
よ

り
大
切
な
の
が
「
禁
煙
」
で
す
。

ま
た
喫
煙
に
よ
り
肺
の
機
能
が
衰

え
て
い
る
と
外
科
手
術
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
は
患
者
さ
ん
に
寄
り
添

い
、一
人
一
人
の
人
生
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）に
配
慮
し
た
治
療
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
決
し
て
諦
め
ず
、
紹

介
状
を
持
っ
て
当
科
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

薬
剤
師
は
、
成
長
に
応
じ
た
薬
の
量
の
調
整
や
、

薬
を
飲
む
の
が
苦
手
な
子
ど
も
へ
の
ケ
ア
、
新
し
い

薬
を
始
め
る
と
き
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

で
、
治
療
の
質
を
高
め
、
幼
い
患
者
の
ス
ト
レ
ス
を

減
ら
し
て
い
ま
す
。

　

病
児
保
育
士
は
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
集
団
保
育
や
絵

本
を
読
み
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
時
間
を
届
け
て

い
ま
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

は
、子
ど
も
や
家
族
の
心
の
負
担
や
苦
痛
を
和
ら
げ
る

専
門
職
で
す
。
遊
び
や
話
を
通
じ
て
、
幼
い
子
ど
も

が
治
療
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
り
、

不
安
な
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
入

院
中
の
医
療
事
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ク
ラ
ー
ク
や
、

退
院
後
に
安
心
し
て
在
宅
治
療
を
始
め
ら
れ
る
よ
う

支
援
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
そ
ろ
い
、
ご
家

族
の
ケ
ア
も
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
組
ん
で
い
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
院
内
学
級
と
し
て
、
大
阪
府
刀

根
山
支
援
学
校
の
分
教
室
も
あ
り
、
小
学
部
と
中
学

部
で
通
常
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
児

童
・
生
徒
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
授

業
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
団
体
や
個
人
の
方
々
か
ら
も
多
く
の
ご
支
援

を
受
け
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金

を
活
用
し
て
、
入
院
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
検
査

や
手
術
に
向
か
う
通
路
の
壁
を
か
わ
い
い
絵
で
ペ
イ

ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
毎
年
の
よ
う

に
、
航
空
教
室
、
腹
話
術
、
工
作
教
室
な
ど
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
闘
病
す
る
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ニ

ク
ラ
ウ
ン
の
訪
問
は
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
を
元
気

付
け
て
く
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
と
は
、
病
気
を
治
す
こ
と
だ
け
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
家
庭
や
社
会
な
ど
、
背
景
に
も

目
を
向
け
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
多

職
種
で
連
携
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
な
医
療

に
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

専門職と寄り添う医療

12
25

12
19

12
24

　12月19日に毎年恒例のクリスマス回診が行われ、
本院の医師や看護師、タレントの西田ひかるさんら
がサンタやトナカイに扮

ふん

して、Osaka Great Santa 
Run（実行委員長：澤芳樹心臓血管外科長）から寄贈
されたクリスマスプレゼントを小児医療センターに
入院中の子供たちへ届けました。また、12月24日の
クリスマスイブには、栄養マネジメント部によるサ
ンタ配膳が行われました。

小児医療センターに待合室
安全安心同伴のきょうだいも

呼
吸
器
外
科

小児医療センター

♪
♪ ♫♫

♬
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